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私のオススメの一冊　
　　　　　　　　　　　　　　北中山小学校ボランティア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　井　波　　裕　美
現在、北中山小学校読み語りボランティアで6年生を担当しています。

皆さんに「おすすめの本」というよりは、ここ近年読んだ絵本を紹介しましょう。

＊季節を選ぶ　・・・・4月始めはみんなと近づきたいので

① 「はじめてのはじまり」　     中川　ひろたか：文　  中　野　真　典：絵

　　　　 →　新鮮なきもちになれる。そして「あるある」とうなづける。

②「アイウエ王とカキクケ公」　武井　武雄（原案）　三芳　悌吉：文と絵

→二つの国の対立を「あ」から「ん」までのリズムにのって　ストーリーが

展開して行くのが面白い。それとこの本の前後には日本の大正時代の描写が

あったり、どこか静養の国の風景が見られたりと、一冊丸ごと楽しめます。

＊仲良くなれたら

③「どうぶつのおかあさん」「どうぶつのおやこ」 小森　厚：作  薮内　正幸：絵

 　   　　　　　

*時にはナンセンス絵本で　

⓸「からからからが・・」 「すがたかえ」 「あれから　それから」

　　            　高田　桂子：作　　木曽　秀夫：絵

*又、少し　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(・・・),かたく)なりますが

　 ⑤ 日本の神話

「くにのはじまり」 「やまたのおろち」 「いなばのしろうさぎ」と続く

シリーズ6作品です。　　　       　 舟崎　克彦：文　赤羽　末吉：絵
→　この絵本は伝えての私が完全消化するのに少し時間が必要でしたが、

平成から令和の今だからこそ聞き手にも伝わるかなと思い、昨年から6年生にお話ししています。

*最後に

⑥「ちいさな はくさい」　     くどう　なおこ：作　ほてはま　たかし：絵
→　畑の脇で育っていく白菜とそれを見守る柿の木の心温まる内容と優しい色使いの絵本です。

また、春がめぐって来ました。こども達と絵本の素敵な出会いのはじまりです！

斎藤惇夫先生講演会開催
「子どもの成長と絵本

～　子育てには、やっぱり絵本～」

令和元年11月30日(日)　
於： 鯖江市役所4階ホール　約１１０名出席
『グリックの冒険』、『冒険者たち ガンバと15ひきの仲間』、『ガンバとカワウソの冒険』等の著者で児童文学者の斎藤敦夫先生の講演会を開催しました。

読み聞かせをするにあたり、
・「相手は子ども、子どもにとってはどうなのか？」
・「子どもたちが登場人物と自己同一化（なりきること）が出来るか」

・「Under10：10歳までは字が読めても読んであげよう。４年生までは読書に付き添う人が必要」等々、穏やかな口調にも強く信念のある先生の言葉に出席者一同、大きな感動を受けました。　

本を生涯の友とする子どもを育てるために
―　生きる歓びを子どもたちと共有するための十条―

第一章　初めに『子守歌』と『わらべうた』ありき。

子どもたちが人として生きていくためには、親（おとな）の抱擁と笑顔と語りかけをたっぷりと経験しておかなくてはならない。この三つを持っているのが『子守歌』と『わらべうた』。
第二章　子どもが本好きになるか否かは絵本の中で味わった楽しみの量による。

もともと絵本が嫌いな子どもはいない。絵本の中で十分に遊べる経験を子どもに！
第三章　子どもたちが嬉しくって楽しくなってしまう絵本を。

第四章　絵本の読み方に技術は要らない。心を込めて読んであげればそれで十分。

基本はとにかく毎日読んであげること。読み終えてからも感想など
聞いたりしない。
第五章　昔話は物語の宝庫、人間の心を説く鍵

「むかし、むかし」は　時空の「向こう側」という意味。
「こちら」の世界から「向こう」の世界に行き、「あちら」の世界の物語をたっぷりと楽しみながら新たな人や動物や妖精（人間の心の中の世界）で十分に遊び、自分を発見し、そして帰ってくるのが昔話。
第六章　決め手は選書にある　
三代（親・子・孫）に亘って子ども達によって読み継がれた絵本を選ぶ、奥付（発行日が、２０年以上前のものなど）をよく見て選ぶ。
第七章　児童文学の古典と言われるものを沢山読もう。

　　　　古典をたくさん読むと、今読んであげている絵本が、実は子どもたちにとって次の読書へのステップになっていることが分かる。その確信を得て欲しい。

第八章　音楽を聴き、絵を楽しみ、詩や物語を読み、まず自分自身を磨くこと

　　　　子どもたちのためにどんな本を読むかというのは、最終的に絵本や物語を伝える側の人間の豊かさの問題に収れんしていく。不断に学び続けることが大切。
第九章　公共図書館員の中に腹心の友をつくること。
選書に置いて悩むことがあれば図書館員に相談すること。子どもの本を専門的に考えているのが図書館員。

第十章　自分の心の中にまず100冊の基本図書館を作ろう。
絵本や昔話や長編の物語を通して、いったい自分が次の世代に何を伝えようとしているのか、何を伝えたいのか。子どもの未来に対してどういう責任を取ろうとしているのか、それを具体的に示すのが心の中の図書館。常にその１００冊を吟味し、質を問い続けよう。

　　　


































《活動報告》





◇ 研修会「ありがとう　かこさとしさん


　　　　　　　　　さようなら　かこさとしさん」


令和元年5月26日(日)　


講  師：谷　出　千代子先生 (かこさとしふるさと絵本館館長、仁愛大学名誉教授)


於：かわだ文庫（河和田コミュニティセンター内）


　　平成３０年に９２歳で亡くなられたふるさと出身の絵本作、かこさとしさんの


絵本を取り上げ、かこ作品の面白さ、奥深さ、また、かこ先生に影響をうけた


絵本作家の作品についてもお話しいただきました。





【取り上げられた絵本の一部】


・『かわ』　山の源流から海へと流れる


川についての壮大な絵本　


・『宇宙』　仕上げまでに７年かけた作品





・『みずとは なんじゃ？』：


かこさとしX鈴木 まもる（絵）　


子どもたちに、「水」を通して共生の大切さを伝える


科学絵本。体力的に絵を描き切ることが難しくなった


最晩年、かこさんの大ファンだった鈴木まもるさんに


絵本の完成が託されました。


　　　　　　　　　　　　　　　近年の地球温暖化による水蒸気の大量発生、雲、大雨等々、


激しい気候変動に私たちはどう向き合うべきか。　　　


かこさんが、最後の最後に命を振り絞って、子どもたち


に伝えたかった共生の大切さが痛いほどに伝わって


くる科学絵本です。読み聞かせに是非！
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谷出先生





みずとはなんじゃ？





会場の様子





斎藤先生の著書を手に取る出席者








